
八千代台・高津・
大和田新田下区

はっしょう

八千代台団地は、公営事業
として全国で初めて造られた
住宅団地です。昭和28年

（1953）に設立された千葉県
住宅協会（現千葉県住宅供
給公社）の初事業で、昭和30
年から分譲されました。この碑
は昭和40年に建てられました。

住宅団地発祥の地の碑
す　 わ　じん　じゃ

高津新田の産土で、祭神は
タケミナカタノカミです。毎年
２月11日には、市指定無形
民俗文化財である「高津新
田のカラスビシャ」が行われ
ます。富士塚などもあります。

諏訪神社

曹洞宗寺院で、本尊は木造
十一面観音坐像です。入口
に天保２年（1831）の戒壇
石、本殿脇に延宝２年（1674）
の十九夜塔など、南側の高
台に支配者間宮士信の墓と
その顕彰碑、関東大震災時
に犠牲となった朝鮮人の慰
霊碑と韓国式鐘楼など多く
の歴史的資料があります。

高津山観音寺
たか  つ さん かん のん　じ

消防本部の建物の北東にあ
る小山は、富士塚です。頂上
に嘉永７年（1854）の仙元宮
と万延元年（1860）の足尾
山大権現の石塔があります。
本部の南には鳥居があり、庚
申塔が２基立っていて、延宝２
年（1674）と昭和８年（1933）
のものです。

消防署内富士塚
と庚申塔

祭神はタギツヒメノミコトな
どです。県指定無形民俗文
化財「下総三山の七年祭り」
に娘役で参加します。毎年１
月20日には市指定無形民俗
文 化 財「 高 津のハツカビ
シャ」が行われます。
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高津比　神社

こうしゅうれい じん じゃ

たか　つ　 ひ　  め　じん じゃ
江戸時代に高津を支配した
のは旗本の間宮氏です。二
代目の正秀は、大坂夏の陣
で討死し、観音寺に埋葬さ
れたと伝わります。その100
年後の正徳４年（1714）に
正秀を祀るこの神社が造ら
れました。現在は鳥居と手洗
石、石碑のみが残ります。

高秀霊神社
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住宅団地発祥のまち 八千代台・高津・大和田新田下区

と郷土博物館

郷土博物館の展示

八千代台公民館
〒276-0034 八千代台西1-8　Tel 047-483-5553　Fax 047-486-9743
開館時間 午前９時～午後9時
休  館  日 毎月第３日曜日、12月27日～１月４日

八千代台東南公民館
〒276-0033 八千代台南1-11-6　Tel 047-485-4811　Fax 047-485-7398
開館時間 午前９時～午後9時　
休  館  日 毎月第３日曜日、12月27日～１月４日

高津公民館
〒276-0036 高津832-1　Tel 047-450-0353　Fax 047-459-8645
開館時間 午前９時～午後5時　
休  館  日 毎月第３日曜日、祝日、12月27日～１月４日

八千代台図書館
〒276-0031 八千代台北6-7-6　Tel 047-482-0912　Fax 047-486-6157
開館時間 火・水・土・日・祝日は午前９時～午後５時
　　　　　木・金は午後７時まで（児童室は午後５時まで）　
休  館  日 月曜日（祝日の場合は翌平日）、月末日（土・日・月曜日、祝日に
　　　　　あたる場合は前の平日）、12月29日～１月４日、特別整理期間

地区内の社会教育施設など

八千代市立郷土博物館
〒276-0028 千葉県八千代市村上1170-2
Tel 047-484-9011　Fax 047-482-9041
開館時間：午前９時～午後４時30分
休館日：月曜日（但し祝日の場合は開館、翌平日休館）、12月26日～１月４日

平成30年度  文化庁 地域の美術館・歴史博物館を中核としたクラスター形成事業高津山観音寺高秀霊神社の碑 消防署内富士塚の石塔

諏訪神社住宅団地発祥の地の碑 高津比　神社

常設展示は、「新川流域の自然と人 と々のかかわりの変遷」をメ
インテーマに、考古・歴史・民俗・自然・産業を含めた総合的な資
料を、現代から過去に遡る『倒叙法』で紹介しています。八千代
台・高津・大和田新田下区については、「八千代台団地」、「高津
団地」、「住宅団地発祥の地の碑」、「高津公民館まつり」、「高津
地区のツジギリしめなわ注連縄」、「高津のハツカビシャの的と弓
矢」、「高津新田のカラスビシャ」のほか高津新田に関する古文書
や高津新山遺跡、内込遺跡の考古資料などを展示しています。

とう じょさかのぼ

きょう  ど  は く ぶ つ か ん

はっしょう

しめなわ

しんやま うちごめ

まと

うぶすな

ま　みや

まさ ひで



調
整
池

八
千
代
台
駅

八
千
代
中
央
駅

高
津
観
音
堂

十
一
面
観
音
立
像
を
安
置

吉
橋
大
師
第
71
番
札
所

行
程
7㎞

　
移
動
時
間
１
時
間
50
分

京
成
本
線
八
千
代
台
駅
西
口
～
住
宅
団
地
発

祥
の
地
の
碑

～
八
千
代
台
西
市
民
の
森
～
高
津
新
田
中
西
墓
地
・
御
嶽
神

社
～
市
境
の
石
造
物
～
実
花
緑
地
～
五
ノ
橋
～
テ
ラ
ス
ハ
ウ

ス
～
諏

訪
神
社
～
高
津
新
田
公
会
堂
・
八
千
代
台
南
市
民
の

森
～
千
葉
市
大
堀
公
園
～
軍
用
鉄

道
線

路
跡

地
～
八
千
代

台
駅

千
代
台
コ
ー
ス

八行
程
4.
5㎞

　
移
動
時
間
１
時
間

京
成
本
線
八
千
代
台
駅
東
口
～
古
道
の
歩
道
橋
～
野
馬
土
手

痕
跡
～
八
千
代
台
北
子
供
の
森
～
新
山
の
馬
頭
観
音
塔
～
南

の
馬
頭

観
音
塔
～
高
津
比

咩
神
社
～
韓
国
式
鐘
楼
～
高
秀

霊
神
社
～
高
津
山
観
音
寺
～
高
津

観
音
堂
・
弁
天
池
～
子
神

社
～
石
塔

2基
～
ボ
ン
テ
ン
塚
～
西
の
墓
地
～
バ
ス
停
「
大

門
入
口
」
か
ら
八
千
代
台
駅
か
東
葉
高
速
線
緑
が
丘
駅
へ

津
コ
ー
ス

高行
程
5.
5㎞

　
移
動
時
間
１
時
間
20
分

東
葉
高
速
鉄
道
八
千
代
中
央
駅
～
ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド
～
八
千

代
市
役

所
～
稲
荷
神
社
～
道
祖
神
～
消
防
署
内
富
士

塚
と

庚
申
塔
～
街

道
北

側
の
石
造
物
～
街

道
南
側
の
石
造
物
～

一
本
松
前
石
造
物

群
～
「
お
た
き
さ
ん
道

」
道
標
～
工
業
団

地
入
口
の
石
造
物

群
～
無
縁
仏
供
養

塔
～
大
和
田
新
田
下

区
公
会
堂
～
八
幡
神
社
～
八
千
代
中
央
駅

和
田
新
田
下
区
コ
ー
ス

大

市
指
定
文
化
財
あ
り

街
道
南
側
の
石
造
物
の

馬
頭
観
音
塔

享
和
３
年
(1
80
3)

街
道
北
側
の
石
造
物

の
筆
子
塚

「
小
林
佐
圓
司
先
生
碑
」

明
治
27
年
(1
89
4)

「
お
た
き
さ
ん
道
」
道
標

船
橋
の
滝
不
動
（
御
滝
山
金
蔵
寺
）

へ
の
道
標
 慶

応
元
年
(1
86
5)

工
業
団
地
入
口
の

石
造
物
群
の
庚
申
塔

寛
保
４
年
(1
74
4)

西
の
墓
地
前
の

馬
頭
観
音
塔

宝
暦
12
年
(1
76
2)

市
境
の
石
造
物
の
庚
申
塔

明
治
14
年
(1
88
1)

住
宅
団
地
発
祥
の
地
の
碑

ボ
ン
テ
ン
塚
の

大
日
如
来

享
保
14
年
(1
72
9)

市
立
大
和
田

西
小
学
校

市
立
大
和
田

西
小
学
校

八
千
代
市

消
防
本
部

道
祖
神

明
治
22
年
(1
88
9)
な
ど

八
千
代
市
役
所

古
道
の
歩
道
橋

古
道
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
架
け
ら
れ
た

軍
用
鉄
道
線
路
跡
地

(千
葉
市
)

野
馬
土
手
の
痕
跡

道
路
に
並
行
す
る
空
き
地

稲
荷
神
社

稲
荷
大
明
神
石
碑

寛
政
12
年
(1
80
0)

至
 佐

倉
～
成
田

至
 大

和
田至
 村

上

国
道
２
９
６
号

東
葉

高
速

鉄
道

祭
神
は
八
幡
大
神
な
ど

新
道
建
設
に
伴
い
北
に
移
設
さ
れ
た

天
明
４
年
(1
78
4)
の
大
日
如
来
像
な
ど

八
幡
神
社

「
お
た
き
さ
ん
道
」道

標
工
業
団
地
入
口
の
石
造
物
群

大
和
田
新
田
下
区
公
会
堂

吉
橋
大
師
第
32
番
札
所
 番

外
札
所

弘
法
大
師
像
な
ど

無
縁
仏
供
養
塔

関
東
大
震
災
時
に
犠
牲
と
な
っ
た

朝
鮮
人
の
供
養
塔

昭
和
47
年
(1
97
2)

一
本
松
前
石
造
物
群

佐
倉
藩
士
の
墓
碑

戊
辰
戦
争
で
戦
死
し
た

小
柴
小
次
郎
の
墓
な
ど

高
津
小
鳥
の
森

高
津
館
跡

民
家
の
裏
に

土
塁
が
残
る

高
津
館
跡

民
家
の
裏
に

土
塁
が
残
る

西
の
墓
地

弁
天
池

石
塔

3
基

ボ
ン
テ
ン
塚

水
神
宮

弁
天
宮

街
道
南
側
の
石
造
物

八
千
代
台
北
子
供
の
森

南
の
馬
頭
観
音
塔

街
道
北
側
の
石
造
物

元
文
５
年
(1
74
0)
の

勢
至
菩
薩
な
ど

子
神
社

祭
神
オ
オ
ナ
ム
チ
ノ
ミ
コ
ト

天
正
２
年
(1
57
4)

創
建
と
伝
わ
る

内
込
遺
跡

古
墳
時
代
後
期
の

集
落
跡
な
ど

う
ち
ご
め

旧
石
器
時
代
～

奈
良
平
安
時
代

高
津
新
山
遺
跡

た
か
つ
し
ん
や
ま

縄
文
時
代
前
期
な
ど

大
溜
入
遺
跡

お
お
と
め
い
り

こ
うし

ゅ
う
れ
い

こ
うし

ゅ
う
れ
い

八
千
代
台
図
書
館

八
千
代
台
公
民
館

八
千
代
台
東
南
公
民
館

野
馬
土
手
・
堀
の
痕
跡

ラ
ー
メ
ン
店
の
隣
の
空
き
地

京
成
線
を
く
ぐ
る
。

か
つ
て
あ
っ
た
軍
用
鉄
道
と
の

交
差
を
避
け
る
た
め
京
成
線
を

高
架
に
し
た
名
残

軍
用
鉄
道
線
路
跡
地

(
習
志
野
市

)

実
花
緑
地

(
習
志
野
市

)

か
つ
て
の
広
大
な

松
林
の
名
残

大
堀
公
園

(千
葉
市

)

野
馬
の
水
飲
み
場
跡
と
伝
わ
る

コ
ン
ビ
ニ

コ
ン
ビ
ニ

コ
ン
ビ
ニ

駅
前
に
残
る
古
道

こ
の

あ
た
り

市
内
の

00
10
0

10
0
20
0

20
0

50
0m

50
0m

30
0

30
0
40
0

40
0

新
山
の
馬
頭
観
音
塔

明
治
23
年
(1
89
0)
の
塔
は

道
標
を
兼
ね
る

バ
ス
停

「
大
門
入
口
」

妙
見
社

祭
神
北
斗
北
辰

天
文
11
年
(1
54
2)

創
建
と
伝
わ
る

高
津
公
民
館

高
津
団
地

高
津
山
観
音
寺
の
韓
国
式
鐘
楼

昭
和
57
年
(1
98
2)

高
津
山
観
音
寺
の
十
九
夜
塔

延
宝
２
年
(1
67
4)

高
津
比
咩
神
社
脇
の

庚
申
塔

貞
享
２
年
(1
68
5)

宮
の
前
か
ら
移
設
さ
れ
た

消
防
署
内
富
士
塚

至
 実

籾

住
宅
地

凸

ね
み
ょ
う
け
ん
し
ゃ

コ
ン
ビ
ニ

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

マ
ラ
ソ
ン
道
路

八
千
代
台
西

市
民
の
森

八
千
代
台
南
市
民
の
森

八
千
代
台
の

テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

高
津
新
田
 中

西
墓
地
の
石
塔
群

寛
政
元
年
(1
78
9)
の
馬
頭
観
音
塔
な
ど

御
嶽
神
社

市
境
の
石
造
物

高
津
新
田
公
会
堂

高
津
新
田
と
は
、江

戸
時
代
に
開
発

さ
れ
た
村
の
名
前
。現

在
の
八
千
代
台

千
葉
寺
十
善
講
番
外
札
所

花
見
川
団
地

（
千
葉
市
）

か
つ
て
の
四
ノ
橋

か
つ
て
の
五
ノ
橋

旧
陸
軍
演
習
地
内
に
あ
っ
た
橋
。

上
流
か
ら
一
ノ
橋
、ニ

ノ
橋
…
と

名
づ
け
ら
れ
た

コ
ン
ビ
ニ

こ ぶ し 通 り

階
段

市
立
八
千
代
台

西
小
学
校

市
立
八
千
代
台
小
学
校

市
立
八
千
代
台
東
小
学
校

市
立
八
千
代
台
西
中
学
校

京
成

本
線

市
立
八
千
代
中
学
校

市
立
大
和
田

南
小
学
校

市
立
東
高
津

中
学
校

高 　
津

　
　

川ハ
ミ
ン
グ
ロ
ー
ド

丸
型
ポ
ス
ト

市
立
南

高
津
小
学
校

市
立
南

高
津
小
学
校

市
立
高
津
小
学
校

市
立
高
津
小
学
校

至
 船

橋

市
立
西
高
津
小
学
校

市
立
西
高
津
小
学
校

標
高
最
高
地
点

国
道
２
９
６
号

（
成
田
街
道
）

市
立
高
津

中
学
校

コ
ン
ビ
ニ

消
防
署
内
富
士
塚
と
庚
申
塔

住
宅
団
地
発
祥
の
地
の
碑

諏
訪
神
社

高
秀
霊
神
社

高
津
山
観
音
寺

た
か
つ

 ひ
  め

た
か
つ

 ひ
  め

高
津
比
咩
神
社

明
応
元
年
(1
49
2)

創
建
と
伝
わ
る

み
 は
な

み
 は
な

さ
え
ん
じ

さ
え
ん
じ


